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小平市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます この市報は環境に配慮して、古紙配合の再生紙、低VOCインキを使用しています。

母の日や花屋の前の男の子　　栗林　百合香

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

費　

用　

無
料

定　

員　

百
人

講　

師　

田
良
島
哲
さ
ん
（
東
京
国
立
博

物
館
学
芸
研
究
部
調
査
研
究
課
長
）

※
参
加
者
に
は
、
同
展
の
招
待
券
を
差
し

上
げ
ま
す
。

主　

催　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
小
平
市
教
育
委
員
会

申
込
み　

５
月　

日
（
月
）
ま
で
（
必
着
）

２０

に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏
面
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
返
信
用
表
面
に

住
所
、
氏
名
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先

へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結

果
を
全
員
に
通
知
）

※
は
が
き
１
枚
で
２
人
ま
で
申
込
み
可
。

返
信
用
表
面
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を

記
入
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課
（
〒　

們
８

１８７

７
０
１　

小
平
市
役
所
）
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
５
０
１

　

教
育
委
員
会
で
は
、
東
京
国
立
博
物

館
・
平
成
館
（
上
野
公
園
）
で
７
月　

日
１３

（
土
）
か
ら
９
月
８
日
（
日
）
ま
で
開
催

さ
れ
る
「
和
様
の
書
」
展
に
関
連
し
た
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
８
日
（
土
）　

午
後
１
時

　

分
～
４
時　

１
時
開
場

３０

行
い
、
用
水
路
の
底
に
堆
積
し
た
泥
や
ご

み
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
用
水
路
の
環
境

整
備
が
図
ら
れ
、
清
流
の
復
活
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
き
れ
い
な
用
水
路
の
保
全
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

５
月　

日
（
日
）

１９

※
雨
天
の
場
合
は　

日
（
日
）
に
延
期
し

２６

ま
す
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
３
１

 　

緑
の
募
金
は
、
森
林
の
整
備
や
、
緑
化

の
普
及
啓
発
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
を
樹
林
の
維

持
・
管
理
事
業
に
充
て
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
力
を
合
わ
せ
て
、
緑
を
守
り
、
育
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
市
役
所
、
図
書
館
、
公
民
館
、

地
域
セ
ン
タ
ー
、東
部
・
西
部
出
張
所
な
ど

の
窓
口
に
募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

５
月　

日
（
金
）
ま
で

３１

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
３
０

緑
の
募
金
へ
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
毎
年
、
用
水
路
近
隣
の
自
治

会
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
用
水
路
の
沼
さ

ら
い
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
５
月　

日
（
木
）
か
ら　

１６

１９

日
（
日
）
ま
で
、
市
内
全
域
で
用
水
路
の

水
が
止
ま
り
ま
す
。

　

市
内
を
流
れ
る
用
水
路
は
、
多
摩
川
か

ら
導
か
れ
た
水
が
流
れ
、
環
境
資
源
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
沼
さ
ら
い
清
掃
を

 
と　

き　

５
月　

日
～
６
月
７
日
の
金
曜

１７

日　

午
前　

時
～　

時　

分　

全
４
回

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
母
親
と
６

か
月
前
後
の
乳
児
で
、
全
日
程
に
参
加
で

き
る
方

定　

員　
　

組
２０

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、バ
ス
タ
オ
ル
、

室
内
運
動
靴
を
持
参
。

講　

師　

日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
公
認
指
導

者
ベ
ビ
ー
と
お
母
さ
ん
の

体

操

教

室

主　

催　

小
平
市
教
育
委
員
会

申
込
み　

５
月
７
日
（
火
）
の
午
前
９
時

か
ら
、
体
育
課
（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
緯　

（
３
４
３
）

０４２

１
６
１
１

 　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で
運
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月　

日
（
日
）　

午
前　

時

１９

１０

～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

種　

目　

ユ
ニ
カ
ー
ル
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
キ

ン
ボ
ー
ル
、
ネ
オ
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
、
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
輪
投
げ

ほ
か み

ん
な
で
楽
し
も
う

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

指　

導　

小
平
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内
運
動
靴

を
持
参
。

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

体
育
課（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

緯　

（
３
４
３
）
１
６
１
１

０４２

 　

体
育
館
の
設
備
修
繕
、
プ
ー
ル
の
水
の

入
れ
替
え
お
よ
び
清
掃
の
た
め
、
臨
時
休

館
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日　

６
月
４
日
（
火
）

※
３
日
（
月
）
は
通
常
の
休
館
日
の
た
め
、

２
日
間
連
続
し
て
休
館
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
総
合
体
育
館
緯　

（
３
４

０４２

３
）
１
６
１
１

市
民
総
合
体
育
館
の
臨
時
休
館

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
５０

主　

催　

小
平
市
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
推
進

協
議
会

申
込
み　

当
日
、
受
付
へ

問
合
せ　

小
平
市
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
推
進

協
議
会
事
務
局
（
産
業
振
興
課
内
）
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
８
１

暇
の
利
用
程
度
、
実
技
の
習
得
の
み
が
目

的
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

５
月　

日
（
金
）
ま
で
に
、
は

２４

が
き
に
「
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
」
と

明
記
し
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

東
京
む
さ
し
農
業
協
同
組
合
小
平
支
店
指

導
経
済
課
（
〒　

們
０
０
３
２　

小
川
町

１８７

２
們
１
８
２
７
）
へ
（
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

問
合
せ　

産
業
振
興
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
３

 
怯
農
家
の
手
伝
い
を
し
ま
せ
ん
か

　

農
業
に
関
心
が
あ
り
、
農
作
業
の
一
部

を
農
家
と
共
に
担
う
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
養
成
し
ま
す
。
今
回
は
野
菜
コ
ー
ス
の

募
集
で
す
。

対　

象　

定
期
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
可
能
な
、
原
則
と
し
て
市
内
在
住
の　
２０

歳
以
上
の
健
康
な
方

※
講
座
（
座
学
な
ど
と
実
習
）
の
出
席
率

が
お
お
む
ね
７
割
以
上
で
認
定
と
な
り
ま

す
。

募
集
人
数　
　

人
程
度

１０

※
真
剣
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
取
り
組

み
た
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
余

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

と　

き　

５
月　

日
（
火
）　

午
後
１
時

１４

　

分
～
５
時

３０と
こ
ろ　

赤
坂
区
民
セ
ン
タ
ー
区
民
ホ
ー

ル
（
港
区
赤
坂
４
們　

們　
　

赤
坂
コ
ミ

１８

１３

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ぷ
ら
ざ
内
）

費　

用　

無
料

※
託
児
室
（
要
予
約
）、
手
話
通
訳
、
要
約

筆
記
あ
り
。

定　

員　

４
百
人

内　

容　

▽
講
演
「
子
供
た
ち
の
未
来
の

た
め
に　

大
人
の
責
任
と
は
何
か
」
…
武

田
美
保
さ
ん
（
元
シ
ン
ク
ロ
ス
イ
マ
ー
、

ス
ポ
ー
ツ
・
教
育
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）

▽
映
画
「
最
強
の
ふ
た
り
」（
日
本
語
字
幕

付
き
）

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　

東
京
都
総
務
局
人
権
部
緯　
０３

（
５
３
８
８
）
２
５
８
８
、
東
京
法
務
局

人
権
擁
護
部
緯　

（
５
２
１
３
）
１
３
６

０３

５
、
港
区
総
務
部
人
権
・
男
女
平
等
参
画

担
当
緯　

（
３
５
７
８
）
２
０
２
５

０３

 
怯
賛
助
会
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

小
平
市
国
際
交
流
協
会
は
、
地
域
レ
ベ

ル
で
の
国
際
交
流
の
推
進
を
図
る
た
め

の
、活
動
の
中
核
と
な
る
市
民
組
織
で
す
。

　

国
際
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
や
日
本
語
教
室
な

小

平

市

国
際
交
流
協
会

ど
の
事
業
の
ほ
か
、
平
成　

年
度
は
、
災

２５

害
時
の
外
国
人
支
援
体
制
づ
く
り
な
ど
多

文
化
共
生
へ
の
取
り
組
み
を
強
め
ま
す
。

　

協
会
で
は
、
事
業
を
進
め
る
た
め
に
賛

助
会
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
と
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　

小
平
市
国
際
交
流
協
会
緯　
０４２

（
３
４
２
）４
４
８
８
（
午
前
９
時
～
午
後

５
時
、
火
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

 
怯
学
習
講
座　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
空
き
箱
で

小
物
入
れ
を
作
ろ
う

と　

き　

５
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

１８

１０

～　

時　

分

１１

３０

費　

用　

無
料

対　

象　

小
学
生
（
親
子
可
）

定　

員　
　

人
３０

※
ほ
か
に
、
植
物
の
細
胞
を
顕
微
鏡
で
観

察
し
ま
す
。

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
み　

５
月　

日
（
金
）
ま
で
に
、
ふ

１７

れ
あ
い
下
水
道
館
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）

緯　

（
３
２
６
）
７
４
１
１

０４２
ホ
ッ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
こ
だ
い
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
参
加
事
業

５月の催し

ふ
れ
あ
い

下
水
道
館

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

　

新
緑
の
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
で
、
野

草
観
察
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

自
生
野
草
を
守
り
育
て
る
会
会
員
の
案

内
で
、
玉
川
上
水
に
自
生
す
る
野
草
や
花

を
観
察
し
ま
す
。

と　

き　

５
月　

日
（
土
）　

午
前
９
時

１８

　

分
～
正
午

３０受　

付　

午
前
９
時　

分
、
中
央
公
園
噴

３０

水
池
前

コ
ー
ス　

中
央
公
園
們
玉
川
上
水
緑
道
們

野
草
ゾ
ー
ン
們
桜
橋
（
解
散
）

　

人
権
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

清
流
復
活
に
ご
協
力
を

用
水
路
の
沼
さ
ら
い

清
掃
を
行
い
ま
す

国宝「 扇  面  法  華  経  冊  子 　 巻  第  一 、 観  普  賢  経 」
せん めん ほ け きょう さっ し まき だい いち かん ふ けん きょう

平安時代・１２世紀　大阪・四天王寺蔵

援農ボランティア　日程
内容ほかと　き

開講式、座学、小
平市の農業

※６月１２日（水）
午後１時３０分から講義

・
式典

座学※８月下旬　午後
視察研修１１月初旬　午後
閉講式・記念講演※１２月中旬　午後
野菜作りのための
実習を予定
（全１０回）

各農家との調整
（週１回程度）実習

※開講式・座学・閉講式は東京都農林水産振
興財団（立川市）で行います。日程は変更
することがあります。
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平小 の文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化財財財財財財財財財財財 ⑧小金井桜樹碑

講
演
と

　

映
画
の
集
い

憲
法
週
間
行
事

玉
川
上
水

　

自
生
野
草

　
　
　

観
察
会

特
別
展
「
和
様
の
書
」
関
連
講
演
会

ユニカールの
イメージ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
講
演
会
「
平
安
時
代
の
信
仰
と
書
」

　この碑は、文化７年（１８１０
年）に 石  永  貞  子  亭 などにより

いし なが てい し てい

建立されたもので、漢学者 大 
おお

 久  保  挟  南 の 撰  文 により約７百
く ぼ きょう なん せん ぶん

字に及ぶ金石文が刻まれてい
ます。
　碑文には、小金井桜を植樹
した川崎平右衛門の功績や、

その由来が書かれています。桜を植樹した理由として「飢き
んなどの対応、新田育成のための地域振興説」、「桜花などに
よる上水浄化説」、「玉川堤の強化説」などの諸説が考えられ
ています（「小平市史」近世編より）。
　植樹の後、小金井桜の見物人が年々増加し、人馬の列が続
いていることが記され、興味深い内容となっています（小平
市有形文化財第２号）。

ところ　御幸町３１８（海岸寺境内）
問合せ　生涯学習推進課緯０４２（３４６）９５０１


